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図１ 反転ファン試験装置概観         図 2 LiPo 電源ボックス 
H24 年度は、計測系の整備と大気圧環境下で試験機の電動モーターを作動させて、正常に回転でき
るか検証を行った。同時に回転系のセンサーや振動加速度などの計測系の検証を行った。 
表 1 に反転ファン試験装置で整備する計測項目をまとめた。また回転試験では、電動モーターに LiPO
電源から電力を供給させ、電動モーターに接続されているコントローラーに、ファンクションジェネレータ
ーからの矩形波パルス信号を入力させることによってモーターを駆動させるようにしている。回転数はこの






図 3 電動モーターと回転数コントローラーの概念図 
 
表 1 反転ファン試験装置の計測項目一覧 
  計測項目 Tag. 計測レンジ 
圧力 第 1 段ファン入口 3 孔 Pitot 管         
（18 点) 全圧孔, 静圧孔 R, 静圧孔 L PF1INT, PF1INPIR, PF1INPIL 10 100 kPaA
  ファン翼間 3 孔 Pitot 管         
  全圧孔, 静圧孔 R, 静圧孔 L PFBT, PFBTPIR, PFBTPIL 10 100 kPaA
  第二段ファン出口 3 孔 Pitot 管         
  全圧孔, 静圧孔 R, 静圧孔 L PF2OUTT, PF2OUTPIR, PF2OUTPIL 10 100 kPaA
  ディフューザー3 孔 Pitot 管         
  全圧孔, 静圧孔 R, 静圧孔 L PDT, PDPIR, PDPIL 10 100 kPaA
  第 1 段ファン入口静圧 PF1INS 10 100 kPaA
  第 1 段ファン動翼上静圧 PF1RS 10 100 kPaA
  第 1-2 段間静圧 PFBS 10 100 kPaA
  第 2 段ファン動翼上静圧 PF2RS 10 100 kPaA
  第 2 段ファン出口静圧 PF2OUTS 10 100 kPaA
  オリフィス下流圧 POS 10 100 kPaA
温度 第一段ファン入口 3 孔 Pitot 管（全温） TF1INT 260 310 K 
（7 点) ファン翼間 3 孔 Pitot 管（全温） TFBT 260 400 K 
  第二段ファン出口 3 孔 Pitot 管（全温） TF2OUTT 260 480 K 
  ディフューザー3 孔 Pitot 管（全温） TDT 260 480 K 
  第 1 段ファン入口静温 TF1INS 260 310 K 
  第 1-2 段間静温 TFBS 260 400 K 
  第 2 段ファン出口静温 TF2OUTS 260 480 K 
回転数 第 1 段ファン回転数 RF1 0 50000 rpm 
（2 点) 第 2 段ファン回転数 RF2 0 50000 rpm 
軸変位 第 1 段ファン軸変位 DF1 0 100 μm 
（2 点) 第 2 段ファン軸変位 DF2 0 100 μm 
真空度 テストセルの真空圧力 PV 0 100 kPaA
（2 点) テストセルの真空圧力（ブルドン管） PBV 0 100 kPaA
            
計 31 点           
 
３． 計測システムの確認 
今後は、計測、操作システムに関して、試験機は真空槽の中に設置するためインターフェイスは真空槽
に設けられたフランジを通じて、空槽内部と外部を隔てているため機能確認を実施する。また回転数コン
トローラーの低圧環境下での確認を進めて行く。 
 
 
  
